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要　旨
　平成26年３月，千葉大学看護学部・看護学研究科は国立大学ミッションの再定義により，新たな人
材養成目的を定めた．これを踏まえ，看護学部として平成29年度より新カリキュラムでの教育を開始
すべく，学部教務委員会のもと学部カリキュラム検討ワーキンググループを編成し，約２年間検討を
重ねた．
　今回のカリキュラム改正においては，千葉大学看護学部の現在に至る教育理念や既存の声明との整
合性を点検するとともに，医学教育や看護学教育の世界的動向を踏まえてアウトカム基盤型教育の考
え方に基づいた卒業時到達目標を再構成した．新カリキュラムにおける教育目標の領域は1. 看護実践
能力，２．倫理的実践能力，３．研究力・科学的探究力，４．専門職連携力，５．グローバル社会に
おける貢献力，６．自己教育力と設定し，特に３．研究力・科学的探究力と５．グローバル社会にお
ける貢献力の修得強化を目指した．また，６つの教育目標のもと卒業時到達目標とその下位目標を定
め，学生の達成度についてその評価を学習者と教育者が共有できるように到達レベルを設定した．な
お，これらのカリキュラム改正のねらいと内容については教員全員で共有しながら改正を行った．
　今後看護学部・看護学研究科が組織的に取り組むべき課題として，新カリキュラムの枠組みにおい
て学生が研究力・探究力とともに看護実践能力の向上が図れるよう，臨地での実習体験を豊富にする
具体的対策を継続的に検討し，実行する必要がある．また，新カリキュラムで強化した科目を学生が
効果的に履修できるよう，教育環境を整備する必要がある．
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Ⅰ．は じ め に
　平成26年３月，千葉大学看護学部・看護学研究
科は，国立大学ミッションの再定義を行い，今後
の展望として「看護学の新領域の研究及び先進的
教育プログラムの開発により，我が国の看護学の
発展をグローバルに牽引する人材を育成する」こ
とを目指すこととした１）．また，人材養成目的は，
「看護学の学術的基盤の充実・発展に寄与する教
育・研究者の育成，高度な問題解決力・新たな価
値体系の創造力・指導力を備えた実践者及び管理
者の育成，学際的かつ国際的に活動推進のできる
グローバルリーダーの育成を行う」と定められた．
　この再定義結果を踏まえ，千葉大学看護学部で
は，平成29年度より新たなカリキュラムにて看護
学基礎教育を開始すべく，平成26年５月より学部
教務委員会のもと，学部カリキュラム検討ワーキ
ンググループ（以下カリキュラムWG）を編成し，
平成28年７月まで検討を重ねた．カリキュラム
WGは，教務委員長，副委員長をはじめとし，主
に臨床系の各専門領域の教員が職位等の偏りがな
いよう編成された．また，検討内容に応じ関連す
る専門領域の教員に随時参加を求めて審議を重ね
た．本報告ではカリキュラム改正のプロセス，特
に教育目標の再構成と卒業時到達目標の設定を中
心にその検討経過を報告する．
Ⅱ．実施内容および結果
１．カリキュラム改正の要点と検討経過
　今回のカリキュラム改正の要点は，教育目標の
再構成と卒業時到達目標の設定である．検討経過
の特徴として，①千葉大学看護学部の現在に至る
教育理念や既存の声明との整合性の点検，②医学
教育や看護学教育の世界的動向を踏まえてアウト
カム基盤型教育の考え方２）を基盤とし，卒業時
到達目標を検討した点がある．②においては，平
成20年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構
築に向けて」を参照した３）．この平成20年答申で
は，学習者中心の教育の実現に向け，学士課程教
育における方針の明確化が求められている．よっ
て，新カリキュラムでは，卒業時到達目標別に下
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Education, we started reforming the educational curriculum of Chiba University’s School of 
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　As a result, it has become possible to share evaluations between students and teachers, and 
quickly see the outcome of our educational platform.
　Moreover, we have thoroughly shared the aims, contents, and progress of these changes in the 
curriculum to all faculty members.
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位目標と到達レベルを設定し，全科目において，
学生の達成度についてその評価を学習者と教育者
が共有できるカリキュラムとなることを目指した．
　以下，カリキュラム改正のプロセスを３つの期
に分けて述べる．
１）新カリキュラムの教育目標の再構成：平成26
年５月～平成27年３月
　平成17年度より開始されたカリキュラムは，実
践力の育成強化，専門基礎科目と専門科目の連動
の担保，自己学習の強化等を目指し，６つの教育
目標を設定したものであった４）．このため，カリ
キュラムWGでは，平成26年10月から平成27年１
月にかけて，旧カリキュラムの６つの卒業時到達
目標の要素，すなわち，１）対象の理解と看護実
践の力，２）生命・人権の尊重と擁護，３）問題
解決能力，４）看護専門職者の役割・責務・機能，
５）文化の多様性の理解，６）自己教育力につい
て改正の必要性の有無及び方向性を集中的に審議
した．
　参照資料として，学士課程においてコアとなる
看護実践能力と卒業時到達目標（平成23年３月文
部科学省）５）を用いた．さらに，千葉大学看護
学部の教育理念や特徴を踏まえたカリキュラム改
正とするため，国立大学ミッションの再定義結 
果６）ならびに看護学部底力宣言７）等平成17年以
降に公表された資料を検討材料とし，６つの目標
とこれら資料の内容を照合・点検した．その結果，
平成17年に開始したカリキュラムの教育目標・到
達目標は，参照資料の中にその内容が含まれてい
ることが確認できた．このため，平成17年に策定
された６つの教育目標の要素を踏襲し，新カリ
キュラムの目標を再構成することが望ましいと判
断した．
　一方，学生の学習成果の点検として，ポート
フォリオの記載内容や４年間の学修のまとめと今
後のキャリアを考える科目である看護学セミナー
（統合）の学生のレポートや発表内容をカリキュ
ラムWGで振り返った．その結果，学生は，平成
17年度カリキュラムの教育目標３）問題解決力と
１）実践力とを混同しやすいこと，また，グロー
バル関連事項については，他の到達目標と比べて，
学生の記述内容が極めて少ない等の問題点が明ら
かとなった．
　上記検討結果を踏まえ，旧カリキュラムの目標
を基盤に，３.研究力・科学的探究力と５.グロー
バル社会における貢献力の修得強化を目指して新
カリキュラムにおける６つの教育目標の領域を設
定し，卒業時到達目標とその下位目標を設定した
（表１）．
２）卒業時到達目標の設定ならびに現行科目の配
当年次と内容の点検：平成27年４月～平成28年
１月
　新カリキュラムの６つの教育目標の領域ごとに
教育目標，卒業時到達目標を設定し，さらに各到
達目標のもと，学習すべき内容を盛り込んだ下位
目標を設定した．また，卒業時到達度の設定にお
いては学士課程においてコアとなる看護実践能力
と卒業時到達目標４）と，近年カリキュラム改正
を実施した千葉大学医学部のカリキュラム内 
容８）を参照した．コンピテンシーについては，
平成20年答申にて，学士力に関する主な内容とし
て，知識・理解，汎用的技能，態度・志向性，統
合的な学習経験と創造的思考力が明示されたこと
から，学生がこれらを修得することを想定し到達
レベルの表現を検討した．
　新カリキュラムの教育目標・卒業時到達目標に
ついては教員懇談会（平成27年４月，11月）に提
案し，全教員の意見を集約し最終案を作成した．
　さらに，カリキュラムWGでは，現行の全ての
授業科目の内容をカリキュラムツリーの順序に
沿って新たな卒業時到達目標に照らして精査した．
この精査の結果，研究関連科目ならびにグローバ
ルに関連する科目が相対的に少なく，新科目を立
ち上げる必要があることが明確となった．また，
自己教育力に関しても卒業時に学生が到達できる
よう看護学セミナー（統合）等キャリア教育の充
実のための科目内容を見直す必要性も示唆された．
　一方，看護実践能力に関しては，現行の実習科
目を新カリキュラムの到達レベルで評価したとこ
ろほぼすべての実習科目において卒業時到達目標
に達していることが確認された．このため，現行
カリキュラムの講義，演習，実習の順序性・体系
性を踏まえたカリキュラムとすることが望ましい
と判断した．
　また，平成27年９月には，カリキュラムWG委
員全員で集中審議し仮の時間割案を作成した．こ
の集中審議では，新カリキュラムで内容を刷新す
る必要のある研究関連科目やグローバル科目の配
当年次の見直しと，それに伴い臨地実習開始時期
を早めることの実現可能性を確認した．この集中
審議により実習時期を早めるという大きな方針が
固まった．この時期に仮の時間割を作成し，実習
の履修時期を固定することにより，演習科目，講
義科目，３学部合同の専門職連携教育科目につい
て，到達目標に向けた効果的な履修時期を具体的
に検討することができた．
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表１　新カリキュラムの教育目標・卒業時到達目標とその下位目標
卒業時到達目標
の領域 教育目標 卒業時到達目標とその下位目標
１．看護実践能力
（対象の理解と看護実
　践の力）
幅広く深い教養，豊
かな人間性と専門知
識を基盤とした総合
的な判断力を有する
ジェネラリストを育
成する
看護の対象となる人とのかかわりにおいて，人間についての幅広い専門知識を使っ
て，その人を統一体として理解し，臨床判断により看護の必要性を見出し，根拠に
基づきあらゆる健康レベルにある人の看護を実践できる
１．人体の構造と機能についての理解に基づいて適切な看護を実践できる
２．人間の発達，成長，加齢，死までの経過についての理解に基づいて適切な看護を実践できる
３．人間の心理，行動についての理解に基づいて適切な看護を実践できる
４． 人間と集団，法・制度，環境とのかかわりについての理解に基づいて集団を対象とした看
護を実践できる
５．病因，疾病の発生機序と経過についての理解に基づいて適切な看護を実践できる
６．疾病に対する医療や予防，薬のはたらきについての理解に基づいて看護を実践できる
７．対象者の看護の必要性を総合的に判断し看護を実践できる
８．対象者に必要な看護を安全に提供することができる
２．倫理的実践能力
（生命・人権の尊重と
　擁護）
倫理的感受性を磨き，
看護職者としての倫
理的判断に基づき常
に看護の対象となる
人の立場にたって行
動し，それを倫理的
な観点から説明でき
る人材を育成する
生命への畏敬の念をもって，個人，家族，集団，地域の多様な価値を多角的に理解
し，看護の対象となる人の立場を尊重する行動や態度をとることができる
１．人間の尊厳を尊重することができる
２．法的責任・規範を遵守することができる
３．看護の対象となる人に対して利他的，共感的，誠実に対応できる
４． 看護の対象となる人と家族およびその人の所属する集団の心理・社会的要因と文化，社会
背景に関心を払い，立場を尊重することができる
５．倫理的問題を把握し，倫理原則に基づいて行動できる
６．常に自分の知識，技能，行動に責任を持って看護を提供する
７．看護学，看護の発展に貢献することの必要性を理解できる
３．研究力・科学的
探究力
（問題解決能力）
創造力や開拓精神を
発揮し，科学的視点
を用いてより良い看
護を実現するための
基礎力を備えた人材
を育成する
看護に深い関心を寄せ，課題を見出し，科学的に課題を分析，解決するための方法
を示し実施できる
１．既存の研究で明らかにされた知見を説明することができる
２．研究の基盤となる理論と方法論を理解することができる
３．解決すべき看護学上の問題を見出し，解決に取り組むことができる
４．自身の研究で明らかになった新しい知見を説明することが出来る
５．研究の遂行において遵守すべき倫理的事項を理解できる
４．専門職連携力
（看護専門職者の役
　割・責務・機能）
保健医療福祉チーム
において，看護専門
職者としての責任を
持ち，専門職連携実
践のできる人材を育
成する
保健医療福祉チームにおける専門職連携実践を理解し，看護専門職の役割機能を発
揮しながら，連携に必要な態度と行動をとることができる
１．保健医療福祉チームの人々と良好な人間関係を構築し協働できる
２． 保健医療福祉チームの人々の専門性の特徴や限界を理解したうえで，看護専門職が行うマ
ネジメントを説明できる
３．保健医療福祉チームの目標達成に向け，ケアの対象となる人を尊重したケアを提供できる
５．グローバル社会
における貢献力
（文化の多様性の理解）
看護学を通じ，多様
性を理解し，グロー
バル社会に貢献でき
る基礎的能力を備え
た人材を育成する
多様な文化の中で生じる様々な健康問題に対して行われる看護活動の実際を理解し，
看護学を通じてグローバル社会に貢献するための方法を計画できる
１．国内外の保健医療福祉の実践の場でコミュニケーションが実践できる
２． 多様な文化の中で生じる様々な健康問題に対して行われる看護活動を理解し，問題解決に
向けた計画を立案することができる
３． 異文化に対する理解をもとに自身の文化的アイデンティティーをもち，自ら計画した看護
活動について説明できる
６．自己教育力
（自己教育力）
自己の成長が看護学，
看護の発展ひいては，
人類の福祉に貢献す
ることに価値を感じ，
生涯にわたり自己学
習・自己評価し続け
ることのできる人材
を育成する
適切な自己評価に基づき看護職者として必要な学習課題や目標を自ら設定し，適切
な学習方法を選択・活用して，絶えず課題の克服と目標達成に取り組み，その成果
を評価することができる
１．看護に関連する自己の現状を適切な方法を用いて評価できる
２． 自己の評価結果に基づき，学習課題や目標を設定し，必要な学習内容とその探求方法を選
択できる
３．新たに獲得した知識とそれに基づく判断，行動の結果を絶えず評価し続けることができる
（　）内は平成17年度カリキュラムにおける卒業時到達目標の要素
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　なお，卒業要件単位数は，大学の学則との整合
性をはかり従来の124単位とし，科目配当年次の
工夫により学生が自ら学修するための時間を確保
できるよう努めた．
３）教員組織における変更する内容とそのねらい
の共有：平成28年２月～７月
　教員懇談会（平成28年４月）にて，仮の時間割
案とともに内容の変更が必要な科目とその変更意
図を卒業時到達目標に照らして説明し，全教員で
意見交換し，最終案を取りまとめた（表２）．
　まず，研究力の強化については，従来３，４年
次に配当していた看護実践と研究ⅠとⅡ，計６単
位を，１年次から１単位ずつ段階的に履修し，４
年次に３単位を履修する形に変更することとした．
この変更によって，学生は段階的に研究への興味
関心を喚起し，実習体験も織り交ぜながら，看護
事象に関心を寄せて研究を実施することができる
ことを目指した．
　グローバル社会における貢献力の強化について
は，今まで４年次の履修としていた看護国際協力
論をGlobal Health and Nursing Ⅰと名称変更し
て２年次に履修時期を変更し，普遍教育科目の国
際日本学等との連動性を高め，多様な文化の中に
おける看護活動の在り方について考察する機会を
低学年から得られるようにした．また，旧カリ
キュラムの看護行政・政策は看護政策論と改め，
歴史的・制度的およびグローバルな観点から，実
際の看護政策活動を教材としながら，政策活動に
必要な基礎的知識や態度を修得する科目とした．
これらのグローバル科目は履修する学生が，より
広い視野を得て演習として留学や国際的活動に積
極的に参加することができるよう，自由科目では
あるが履修指導において履修を強くすすめる科目
に位置づけた．
　実習については，基盤実習を２年次９月開始に
変更し，統合実習を４年次第２タームまでに終了
する計画とした．この実習配置により，学生が実
習体験を経て研究関連科目に集中して取組む時間
をより多く確保することを目指した．また，２年
次から４年次にかけて夏季休暇や春期休暇期間を
活 用 し 海 外 の 協 定 校 と 交 流 等 を 図 るGlobal 
Health and Nursing Ⅱの計画的かつ柔軟な履修
が可能となることや，４年次後期にはキャリア発
展に向けインターンシップを活用する等，学生が
自らキャリアを描き主体的に学ぶための時間を確
保することができるカリキュラムとした．
Ⅲ．考 察
１．平成29年度カリキュラム改正の意味について
　今回のカリキュラム改正は，千葉大学看護学
部・看護学研究科が国立大学のミッションの再定
義をきっかけに取り組んだものである．平成17年
度のカリキュラム改革以降，政策として平成24年
に大学改革実行プランが文部科学省により取りま
とめられ，国立大学改革が推進されてきた．この
ような背景を踏まえれば，この時期に教育目標の
点検とカリキュラム改正に取組んだことは，教育
の質を継続して改善するための一定の方向性を明
確化したという点で意義が大きいと考える．加え
て今回のカリキュラム改正のプロセスは，看護学
部・看護学研究科として人材養成目的について十
分に共有したうえで実施されたプロセスであった．
そのため，WG委員の他にも科目内容の検討等で
協力を依頼した際，すべての教職員に快く協力い
ただいたことを記載しておきたい．
　一方，ミッションの再定義結果に沿って大学全
体でグローバル化への対応や研究力を強化すると
いう方針のもと改革を進める中，WGにおいても
大学の方針を溶け込ませた看護学部独自の教育目
標を再構成する必要があると考えた．そのため，
千葉大学看護学部の現在に至る教育理念や既存の
声明との整合性の点検をカリキュラム改正のプロ
セスに組み込んだ．このプロセスは，全学におけ
る看護学部の位置づけを再確認する観点からも必
要であったと考える．
２．今後取り組むべき課題について
１）学生の卒業時の看護実践能力の担保と実習指
導体制の充実
　今回のカリキュラム改正では，実習科目につい
ては配当年次の変更にとどまり，実習内容の大幅
な改正には着手できていない．しかしながら，看
護学実習の在り方については，看護系大学学士課
程における臨地実習の現状ならびに課題に関する
調査研究９）が示すように，実習地の不足や，実
習指導非常勤教員・ティーチングアシスタントの
確保困難が明らかとなっている．今後は，新カリ
キュラムの枠組みにおいて，学生が研究力・探究
力とともに看護実践能力の向上が図れるよう，臨
地での実習体験を豊富にする具体的対策を継続的
に検討し，実行する必要がある．そのためにも，
さらなる実習環境の整備，実習指導体制の確保・
強化は必須である．このため，学内教員のみなら
ず，医学部附属病院看護師との人事交流（特命助
手の育成）の推進等，臨地実習指導者の教育力強
化に向けた取組が引き続き必要となると考える．
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表
２
　
新
カ
リ
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ュ
ラ
ム
に
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い
て
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を
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・
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更
し
た
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目
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
授
業
科
目
名
必
修
・
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択
・
自
由
　
単
位
数
（
時
間
）
配
当
年
次
授
業
科
目
名
授
業
科
目
の
内
容
必
修
・
選
択
・
自
由
　
単
位
数
（
時
間
）
配
当
年
次
看
護
実
践
と
研
究
Ⅰ
必
修
1（
15
）
3・
後
看
護
実
践
と
研
究
Ⅰ
看
護
実
践
の
課
題
に
関
わ
る
研
究
論
文
の
中
か
ら
文
献
検
索
に
よ
っ
て
各
自
で
興
味
の
あ
る
論
文
を
選
択
・
精
読
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
研
究
論
文
の
種
類
、
文
献
の
検
索
、
精
読
の
方
法
等
，
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
と
ス
キ
ル
を
修
得
す
る
。
必
修
1（
15
）
1・
後
看
護
実
践
と
研
究
Ⅱ
必
修
5（
22
5）
4・
前
看
護
実
践
と
研
究
Ⅱ
講
義
を
受
け
た
後
、
資
料
、
各
自
が
選
択
し
た
研
究
論
文
の
研
究
倫
理
に
つ
い
て
考
察
し
、
研
究
倫
理
に
関
す
る
基
本
的
知
識
と
態
度
を
修
得
す
る
。
ま
た
、
看
護
実
践
の
課
題
に
関
わ
る
研
究
論
文
を
精
読
し
、
系
統
的
に
整
理
し
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
看
護
学
研
究
に
必
要
な
基
本
的
知
識
と
態
度
を
修
得
す
る
。
必
修
1（
15
）
2・
前
看
護
実
践
と
研
究
Ⅲ
講
義
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
、
専
門
領
域
に
特
徴
的
な
研
究
の
テ
ー
マ
や
研
究
方
法
を
考
察
し
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
文
献
検
索
を
行
い
、
模
擬
的
に
研
究
計
画
を
立
案
す
る
。
必
修
1（
30
）
3・
後
看
護
実
践
と
研
究
Ⅳ
研
究
計
画
を
自
ら
立
案
し
、
看
護
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
看
護
学
に
お
け
る
研
究
成
果
産
出
の
重
要
性
と
意
義
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
看
護
専
門
職
者
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
自
己
学
習
・
自
己
評
価
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
研
究
活
動
を
通
し
て
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
た
自
己
の
学
習
方
法
を
修
得
す
る
。
必
修
3（
90
）
4・
通
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
看
護
実
践
論
自
由
1（
30
）
4・
後
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
看
護
実
践
論
が
ん
、
呼
吸
器
疾
患
、
循
環
器
疾
患
、
難
病
、
認
知
症
等
の
慢
性
疾
患
の
晩
年
期
、
高
齢
者
の
終
生
期
等
、
領
域
横
断
的
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
、
既
習
学
習
に
お
け
る
知
識
を
も
と
に
模
擬
事
例
を
用
い
て
看
護
計
画
を
立
案
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
現
代
医
療
の
中
で
多
様
な
療
養
の
場
に
お
け
る
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
・
家
族
へ
の
ケ
ア
に
お
い
て
、
看
護
師
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
る
。
自
由
1（
15
）
4・
後
看
護
行
政
・
政
策
自
由
1（
15
）
4・
後
看
護
政
策
論
※
変
動
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
適
っ
た
質
の
高
い
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の
看
護
政
策
活
動
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、
歴
史
的
・
制
度
的
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
、
実
際
の
看
護
政
策
活
動
を
教
材
と
し
な
が
ら
、
政
策
活
動
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
や
態
度
を
修
得
す
る
。
自
由
1（
15
）
4・
後
看
護
国
際
協
力
論
自
由
1（
15
）
4・
後
G
lo
ba
l 
H
ea
lt
h 
an
d 
N
ur
si
ng
 Ⅰ
※
G
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ba
l 
H
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d 
N
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nfl
ue
nc
es
 o
n 
pe
op
le
’s
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 T
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, 
m
aj
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nd
 c
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lly
 c
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nt
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ar
e.
自
由
1（
15
）
2・
前
異
文
化
看
護
演
習
自
由
2（
60
）
3・
後
G
lo
ba
l 
H
ea
lt
h 
an
d 
N
ur
si
ng
 Ⅱ
※
本
学
の
協
定
校
、
あ
る
い
は
国
内
の
外
国
人
を
対
象
と
し
た
施
設
・
組
織
に
お
い
て
、
出
身
国
や
文
化
的
背
景
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
社
会
背
景
に
よ
る
価
値
観
や
生
活
様
式
、
特
有
な
病
気
へ
の
反
応
や
ケ
ア
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
活
用
し
、
多
様
な
人
々
を
対
象
と
し
た
看
護
実
践
を
計
画
も
し
く
は
実
施
す
る
。
自
由
2（
60
）
2・
前
～
4・
前
看
護
実
践
の
発
展
自
由
1（
15
）
4・
後
看
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
※
実
践
看
護
の
発
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
等
時
代
の
要
請
に
応
え
る
看
護
職
者
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
学
び
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。
看
護
の
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
国
内
外
の
事
例
を
も
と
に
必
要
な
知
識
を
修
得
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
行
為
と
思
考
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
自
由
1（
15
）
2・
後
統
合
実
習
（
基
礎
看
護
、
母
性
看
護
、
小
児
看
護
、
成
人
看
護
、
老
人
看
護
、
精
神
看
護
、
地
域
看
護
、
訪
問
看
護
）
選
択
3（
90
）
4・
前
統
合
実
習
看
護
が
提
供
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
応
じ
た
看
護
計
画
を
立
案
・
実
施
す
る
。
実
践
を
通
し
て
看
護
が
行
わ
れ
る
場
の
特
徴
や
問
題
を
把
握
し
，
看
護
技
術
の
応
用
力
や
看
護
学
的
視
点
か
ら
の
問
題
解
決
策
を
提
案
・
実
践
す
る
。
ま
た
、
実
践
の
場
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
，
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
，
他
の
専
門
職
と
の
連
携
・
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
る
。
本
科
目
は
，
理
論
看
護
学
，
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
看
護
学
，
小
児
看
護
学
，
成
人
看
護
学
，
老
人
看
護
学
，
精
神
看
護
学
，
地
域
看
護
学
，
訪
問
看
護
学
の
各
領
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
１
つ
を
選
択
し
て
履
修
す
る
。
必
修
3（
90
）
4・
前
看
護
学
セ
ミ
ナ
ー
（
統
合
）
必
修
1（
15
）
4・
後
看
護
学
セ
ミ
ナ
ー
４
年
間
の
自
身
の
看
護
学
の
学
修
に
つ
い
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
用
い
て
振
り
返
り
、
知
識
・
技
術
・
態
度
の
到
達
レ
ベ
ル
を
自
己
評
価
す
る
。
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
学
修
課
題
及
び
現
時
点
に
お
け
る
取
組
の
具
体
策
・
方
法
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
取
組
を
通
し
て
、
看
護
学
の
諸
概
念
、
看
護
専
門
職
と
し
て
の
役
割
意
識
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
生
涯
に
わ
た
り
自
己
学
習
自
己
評
価
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
修
得
す
る
。
必
修
1（
15
）
4・
前
自
由
科
目
の
う
ち
※
の
科
目
は
、
履
修
指
導
に
て
強
く
履
修
を
推
奨
す
る
科
目
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さらに，臨地実習での安全の確保，多様な体験学
習素材の提供という観点から，演習科目や実習の
振り返り等にシミュレーション教育を導入するこ
とを視野に入れ，教員組織が一丸となって新たな
教育方法導入の必要性を理解し実践できる能力を
向上させる必要がある．このため，新たな教育方
法の開発・実施・導入に向けた組織体制整備を図
る観点からも,今後も引き続き，カリキュラムに
関して継続的に評価・改善を行う組織は必要であ
ると考える．
２）研究関連科目，グローバル科目における多様
な学習機会の提供
　看護実践と研究やGlobal Health and Nursing等
の科目は，学生の主体的な学修によって成立する
科目内容である．それ故に，新カリキュラムを実
行するためには，個々の学生の学習目標が達成で
きる研究フィールドや留学先を開拓・確保する必
要があることが教員懇談会等でも指摘された．新
カリキュラムの実施に向けては，本WGの範疇で
はないが,教員全体で共同研究や教育で相互協力
できる協定校の締結を推進するための国際活動を
組織的に推進することは必要であろう．また，並
行し，留学等に係る学生の費用負担を軽減する方
策についても，全学で準備する留学補助プログラ
ムや奨学金情報を一元的に管理する仕組み等も検
討していく必要がある．
謝 辞
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